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日本海・九州西広域漁業調整委員会第２３回日本海西部会（報告）

第２４回日本海・九州西広域漁業調整委員会（報告）

１ 日 時 平成２６年１１月１８日（火）１３：００～１４：００ 西部会

１９日（水）１３：００～１７：００ 本委員会

２ 場 所 三田共用会議所

３ 出席者 鳥取海区漁業調整委員会 生越会長職代理、太田書記

４ 内 容

（１）概要

広域資源管理魚種（旧資源回復計画対象魚種。本県関係では、日本海西部アカガレイ・ズワイ

ガニ、日本海沖合ベニズワイガニ、日本海西部九州西マアジ・マサバ・マイワシ）の資源管理の

取組状況について協議がされた。また、水産庁による「資源管理のあり方検討会」の結果報告、

及び今後の対応、クロマグロの資源管理の方向性について、協議された。

（２）資源管理のあり方検討会について

○水産庁が招集した有識者による協議を元に、水産庁が平成２６年７月にとりまとめ。

＜とりまとめ結果の概要＞

資源管理施策について

・資源評価の制度の更なる向上

・TAC（漁獲可能量）＝ ABC（生物学的漁獲可能量）を基本原則とした管理
・IQ（個別漁獲割当制）方式の試験的導入
・ITQ（譲渡可能個別漁獲割当制）の導入は時期尚早
・資源管理指針・計画体制の効果等について漁業者自らが評価、検証

個別魚種の資源管理の方向性

・マサバ太平洋系群での IQ方式導入に着手
・スケトウダラ日本海北部系群の TACを ABCに近いものとする
・太平洋クロマグロ未成魚の漁獲規制

・トラフグについて、横断的な検討の場を設け、統一的な方針で資源管理

トラフグの資源管理について

・鳥取県でのトラフグ自体の漁獲量は不明（フグ類で３ｔ程度）

・平成２６年１１月に組織（漁業者、漁協、流通関係者、行政）、地域（石川～鹿児島～和歌山）

横断的な全国検討会を設立。

・未成魚の漁獲抑制、産卵期の保護などが検討される予定

※本県では直近で新たな管理措置を実施する必要性はなさそうだが、今後小型魚の保護（小

型底びき網、定置網での小型魚の再放流）、休漁期の設定（はえなわ等）等について、検討

をする必要性が生じる可能性がある。

（３）その他

・広域漁業調整委員会指示によるクロマグロひき縄釣りの承認申請については、新規承認を行わ

ず、承認上限数を維持（既存の承認者をみなし承認し、再度の申請を要さずに承認証を交付）

・次期 TAC対象種として、カタクチイワシ、ホッケ、ブリ類、ウルメイワシ、マダラが検討され
ている。
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